








要約 先に高杉、山口らは、新生児代謝異常スクリーニングも、マイクロプレートを用う

る試験を発表した。この構想は大切なものであるが、ただこの場合 PKU スクリーニングは、

McCaman-Robinson の方法が使用されていた。しかし、この方法はアメリカなどの過去の歴

史の中で、問題があることは知られている。そこで、マイクロプレートを用い、フェニー

ルアラニン脱水素酵素を使用する方法がより適切と考え、その方法の確立のため共同で研

究を行った。セントラル硝子 KK の好意により、相模中研で作成されたフェニールアラニン

脱水素酵素を用い、マイクロプレートを用うる方法で、蛍光測定により、3mm ディスク 1

枚中のフェニールアラニンを測定する方法を確立した。そして、この方法を用いて、一般

新生児の濾紙血中のフェニールアラニン値を測定し、妥当な結果を得た。ただ、現在は蛍

光測定のため、蛍光用マイクロプレートリーダーを必要としている。次年度は、通常のマ

イクロプレートリーダーを使用しうる様に、比色法に切替えることが必要であろう。 


